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2017 年度修士論文・修士研究題目 
List of M.A. Theses/Projects 2017-2018 
 
大学院総合国際学研究科 博士前期課程 
氏 名 指 導 教 員 論 文 題 目 備考 
言語文化専攻 文学・文化学研究コース 
ボ ル ジ ェ ル デ ィ ー  
フ ァ テ メ 





ハ ン  ス ン ヒ 米 谷 匡 史 戦後日本人の朝鮮認識―日本朝鮮研究所の活動を中心に― * 
キ ム  イ ン へ 米 谷 匡 史 金泰雲『朝鮮詩集』研究―李光洙の詩を中心に― * 
地域国際専攻 国際社会コース 
岩 瀬  み ゆ き 米 谷 匡 史 戦時期の野上弥生子―近代主義・女性・植民地― * 
地域国際専攻 国際日本コース   

















チ ェ ン ツ ァ 





エ ズ エ ル デ ィ ン 








泉  大 輔 鈴 木 智 美 「感」の形式的特徴と意味・用法に関する包括的考察 * 
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ウ  セ イ 藤 森 弘 子 日本語と中国語における「視点」を表す言語形成  
ラーソン ベンジャミン 
フ ィ ー リ ッ プ 
藤 森 弘 子 
タンデム学習に対するビリーフに関する一考察 
* 




キ ョ ウ  ウ ン 楠 本 徹 也 呼称における日中対照及び待遇機能 * 
コ  テ ン イ チ 中 村 彰 複合辞の一語性について―生成文法のアプローチから― * 




デ ナザレ フィゲイラ 





チ ン  レ イ テ イ 柴 田 勝 二 漱石文学における家族関係 * 
イ  ユ フ ァ ン 柴 田 勝 二 大岡文学に表れる闘争と悲劇―その相対的存在を廻って― * 




ラ  キ 柴 田 勝 二 三島文学における二重性と芸術性の関係―天皇観をめぐる―  
コ ウ  ト ウ ト ウ 柴 田 勝 二 村上春樹作品における動物の表象―鼠、羊と象を中心に― * 
アントネッラ モル 
ジ ッ ロ 
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サ  ハ ク ヨ ウ 川 村 大 「させられる」述語文の意味と構文―人主語を中心に― * 
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2017 年度修士論文・修士研究要旨 
Abstracts of M.A. Theses/Projects 2017-2018 
 



























岩瀬 みゆき（イワセ ミユキ）「戦時期の野上弥生子―近代主義・女性・植民地―」 
本稿は、1930 年代半ばから 1950 年代前半までの野上弥生子のテクストを近代主義、ジ
ェンダー、植民地主義の観点から解釈しなおし、戦時期と戦後における作家の精神の連続
性を明らかにすることを目的とする。序章では問いの設定、先行研究、分析対象と構成を
提示した。第 1 章では戦時期の言説と作家活動を検討した。第 2 章は女性をめぐる言説に
焦点を当てた。第 3 章では、植民地旅行記を分析し、野上の意識に内在化された植民地主
＜彙報＞2017 年度修士論文・修士研究要旨 




























































































































































ラーソン ベンジャミン フィリップ「タンデム学習に対するビリーフに関する一考察」 
本研究ではタンデム学習に対するビリーフを把握するためのアンケート調査を作成し、
実施した。 調査の対象は東京外国語大学で LETS という学生団体によって行われてい  
るタンデム学習の参加者である。この調査は全３回、２学期にかけて行い、そして延べ 178
の回答を得た。LETS の参加者は通常 TUFS で日本語を学習している外国人学生（JL）と
TUFS で外国語を専攻している日本人学生（JS）である。 
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代の政治状況を合わせて、詩人と官吏としての長谷雄における身分的な二重構造からその
隠逸志向に対する心の葛藤を分析してみた。第三章では、橘在列の境遇と当時摂関政治と
いう社会状況を考察しつつ、『扶桑集』における橘在列・源英明の一連の唱和詩を中心にし
て、その詩境に現れた隠逸志向が如何なるものかを明らかにしようとした。終章では検討
してきたところを纏めたうえで、平安朝隠逸思想における後世への影響と、今後の課題に
ついても展望してみたのである。 
 
  
